
 

 

令和 4 年 南高梅の生育概況・推移 

撮影地：和歌山県田辺市三栖 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年４月６日 

 

 

令和４年４月７日 

 

 
コメント（令和４年４月７日時点） 

現在、展葉と果実の肥大が進んでい

ます。４月７日時点の縦径は約 18 ㎜

で、前年・平年に比べてやや小さい状

況です。今後、生育に伴い、第１次生

理落果が起こります。 

生産量を把握するため、４月中下旬

に着果量調査を実施する予定です。 

 

 

  

 

 

  

 
令和４年３月２２日 

 

 

 

 

コメント（令和４年３月２２日時点） 

現在、開花終期を過ぎ、幼果が見え

始めています。本年は開花が平年より

遅く、開花期間中も低温で推移したこ

とで、開花期間は平年よりやや長くな

りました。 

開花が遅く、その後も低温で推移し

たことで、生育は平年に比べて遅くな

っています。 

生産量を把握するため、４月中下旬

に着果量調査を実施する予定です。 

 

 

  

 

 

  

 

令和３年 5月 6日 

 

 

令和４年 5月 6日 

 

 コメント（令和４年 5月 6日時点） 

５月６日時点の縦径は 30.0 ㎜で、前

年比 99％、平年比 101％となっていま

す。 

４月１４日実施の西牟婁地方果樹技

術者協議会による着果状況調査では、

基準樹における 1枝当たり平均着果数

は南高で 53 果（前年比 98％、平年比

133％）となりました。 

 

 

  

 

 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コメント（令和４年３月３日時点） 

 西牟婁地域の満開期（８分咲き）

は２月２６日で、開花後も気温が

低く推移したため、昨年に比べる

と１２日程度遅くなりました。開

花期間中の気温が低く、曇天・強風

の影響でミツバチの活動日数は前

年に比べて少ないものの、風の無

い暖かい日にはミツバチの飛来が

確認できています。 

 

 

 

  

 

令和４年２月１８日 

 

 

 

 

コメント（令和４年２月１８日時点） 

 西牟婁地域の開花始め（２分咲き）は

２月１４日で、２月の気温が低く推移し

たため、昨年に比べると６日程度遅くな

りました。産地では結実を良くするた

め、ミツバチの巣箱を設置しています。 

 

 

 

菜の花は県内の多くのＪＡで生産さ

れています。主要品種は「ＣＲ花かんざ

し」で、本年は病害虫の発生が少なく、

生育は概ね良好です。１２月から出荷が

始まります。 

 こちらの圃場は直播き栽培で、９月１

６日に播種しました。花蕾は順調に大き

くなり、茎葉も勢い良く生育していま

す。 

令和４年３月３日 

 

 

 

 


